
１．背景	
 長期化する仮設居住 
	
 東日本大震災から４年が経過し，応急仮設住宅での居

住も予定の２年を大きく超過している．東日本大震災の

被害が大規模でかつ広範で，復興が計画通りに進んでお

らず，その居住期間は長期化の傾向にある．原発事故の

避難者に関しては，復帰の目処すら立っていないのが現

状で，更なる仮設居住の長期化が懸念されている（表１）．

仮設住宅での居住の長期化に関しては，仮設住宅の老朽

化などハード面の懸念に加えて，入居者や外部支援の減

少による仮設住宅内コミュニティの弱体化などソフト面

の懸念もある．特にソフト面の課題に関しては顕在化し

にくく，その断片的な状況はマスコミ等が報道するもの

の，９００近く存在する仮設住宅団地全体の状況は十分

に明らかになっておらず，今後の有効な支援策を検討す

る上でもその把握が課題となっている． 
	
 本研究は，仮設住宅団地敷地内の表出要素の状態を確

認することで，仮設住宅団地の居住環境（主にコミュニ

ティ）の簡易な評価を試みるものである．表出要素とは

仮設住宅居住者がその居住の過程で住居やそのまわりに

付加した要素などで，具体的には仮設住戸の改造（住み

こなし）や栽培物，掲示物などを指す（図１）．表出物は

外部から簡易に確認出来，その評価も一般化しやすいた

め，３県にまたがって９００近くの団地数がある仮設住

宅団地の状況を網羅的に把握する手法として期待できる． 
	
 応急仮設住宅の居住環境に関しては居住者による住み

こなしに着目した筆者らの研究（文１）の他に，牧らによる

研究（文２）があるが，いずれも４年を越えて長期化した仮

設住宅の居住環境を扱った研究ではない．また，仮設住

宅の表出要素に関しては，本田らは表出の伝播プロセス

とコミュニティ関係を指摘している（文３）． 
表１	
 東日本大震災仮設住宅の現状	
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¥．w{J� 
	
 研究ĸɞはȂł県ķŀǭからの避難者が主にǩǍして

いるȂł県内の仮設住宅団地１２ȎŰである（Ǌ１）（図２）．

仮設住宅団地はɾĿŇやいわきŇ，¬ƖǭにǙ在してお

り，仮設住宅の�イプやĊɫ環境，規模や入居ǥもƺ;

である． 
	
 避難者のØ居住地であるķŀǭは事故をɢこしたȂł

Ȋ一原発が立地する大ǞǭにʎŹしており，事故発ǩ後

は全住ǂがǭ外に避難し，避難ǩǍをɯっている．原発

事故被災地はそのƅĹ能ǄƬ状況に応Nて<帰ɽē難õ

ě=，<居住çʇõě=，<避難指示ɊʉǔÖõě=に分ʛ

されている．今後の復興計画はこの３õěに分Iてǀʊ

的に進められるが，ķŀǭにはこの３つのõěがĉまれ

ており，ĆNȼ政õě内でもØ居住地によって今後の復

興計画は大きくǰなることがũ定される．現在の避難Ù

の居住Ř態がĦƺであることと合わQ，避難から復興に

向かAプロセスがɃʐ化することが懸念されている． ま
た，Ħƺな復興プロセスのɰ上にある避難住ǂが，aと

つの仮設住宅内にǐ在していることが，原発災害におI

る仮設住宅環境を特ƿにしているとźǓされる． 
 
¦．w{Z法 
	
 ɚƭはȂł県ķŀǭからの避難者が主にǩǍしている

Ȃł県内の仮設住宅団地１２ȎŰをĸɞとし，ȼ政ɡƍ

で仮設住宅団地ƹ要を把握した上で，ıʌにɏĎし表出

要素の確認をȼった（２０１４年９Ɲ２３日>２ʬ日）．

表出要素をȕƭ分ʛし，特に仮設住宅のコミュニティと

の関ɳが予ũされる要素をŴ出し，居住環境の評価の指

ƻにǪいることを試みた． 
 
§．分d 
§� １．�V�X���た居住状i 
	
 ȼ政から入手できる仮設住宅のƹ要ɡƍとしては，住

戸数，入居ǥ（入居住戸数）とそのĤɺ，Ëȟされた仮

設住宅の�イプがある．規模に関しては，２０戸程őの

仮設住宅団地から４００戸を超える大規模な仮設住宅団

地まであり，その入居ǥも３０ʢāから１００ʢ近いも

のまで存在し，規模と入居ǥの間にはǸ関はɅられない．

また，建設©Ëȟされた仮設住宅の�イプは，一般的な

<規ư住宅Ě=，大手の住宅�ーyーがżËする<ハxス

�ーyーĚ=，Üóでɻ定された地Ø建設©工òŐがżË

したƢ造仮設住宅である<ÜóĚ=の３Ȇであり，東日

本大震災でËȟされた仮設住宅の主な�イプを網羅して 

	
 

>１	
 住み��し���仮設住宅	
 

	
 

	
 

>¥	
 ILt
�eJ�のOP仮設住宅	
 

表¥	
 �eJ�仮設住宅のg要	
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いるとɌえる（表２）．また，仮設住宅の入居ǥのĤɺを

３県およb，原発災害とǌǉ災害の仮設住宅でǁɪする

と（図３），入居のã期では県外避難者がũ定よりĦかっ

たŚʕもあり，原発災害避難者の仮設住宅の入居ǥは他

にǁdるとÃいが，その後も入居者の減少は少ない一Ɛ

で，復興の目処が立Vつつあるǌǉ災害の仮設住宅団地

では 2014 年őʖからɮü者がġ加しはNめ，原発災害

の仮設住宅の入居ǥを®đった．ɚƭをȼった 2014 年

の 9 Ɲは，懸念化されていた居住の長期化がより現ıċ

をŵVĪめたƗ期であったとɌえる．  

	
 

>¦	
 仮設住宅の0居pのTz	
 

 
§� ¥．表出要素 
	
 仮設住宅居住者がその居住の過程で住居やそのまわり

に付加した表出要素に着目し，そのǩǍのǲɥを手がか

りに仮設住宅団地の居住環境をɘみÿることを試みた．

ɚƭでは事éのɚƭをもとに外部からのɇ認がĵ易で，

住宅団地間でņがɅられるとȭえられる１１の表出要素

から，仮設住宅団地のコミュニティに関わる事ƫをɘみ

ÿった（表３）． 
')l�"(� 
	
 ʏÀŰ©ɛɕĳ½外にも�ン�などがしつらえられ，

住ǂの·ǎにǪいられているğŰをɚƭした（図４Ņ）．

�¢ンティuがĶ付した�ン�やテー�¤が仮設住宅団

地内にはたくさん設Ȩされているが，朽VてÉǪが¯Ā

能になったままƅȨされていたり，¯要になった�ン�

やテー�¤がʏめてȇんであるğ合もĦい．今đのɚƭ

では，現在もÉǪされている（あるいは現在もÉǪされ

ているǲɥがある）ものを·ǎス�ースと定ȫした．·

ǎス�ースは全ての仮設住宅団地で確認出来たが，特に

Ħく存在している団地がʬ団地あった（Ǌ２）． 

表¦	
 表出要素	
 

	
 

'1:�� #�� 
	
 居住者による仮設住宅にĸするyス�マイ�（改造ȼ

ǚ）はʋŰでɅられるが，こAしたyス�マイ�のAV，

近ʎとÝĆでȼわれたものである<ÝĆyス�マイ�=

に着目した（図４Ă）．住Ƶ間にǒされた�ー~¢やÝĆ

ÉǪの物Ȩなどがこれにɖŗするが，これらの設Ȩのた

めには近ʎとのŪţǱ通がŠ要であり，一定のコミュニ

|ー�¡ンがÿられていることの表れであるといえる．

ɚƭではÝĆyス�マイ�は４団地で確認できた． 

	
 

>§	
 )l�"(��M ¡1:�� #���9 	
 

'!$& (?�'�@?� 
	
 仮設住宅団地内でのƶ物栽培は，ǃやりなどの°ɕが

定期的にŠ要であることでǩǍに£��がǩまれること

や，ƶ物をきっかIとした居住者Ć士の·ǎなどが期待

できることから，仮設住宅入居ã期にはȧのyーテン（�

�ťƶ物による日ʉI）やプ¢ン�ーƶ栽のĶ付などの

支援がȼわれた．こAして仮設住宅団地内に設Ȩされた

プ¢ン�ーの²には，その後もŔきȢき栽培がȼわれて

いるものもある一Ɛで，ƶ物の更新がされずƅȨされて

いるものもある．ɚƭでは現在も栽培がȼわれているも

77

住宅系研究報告会論文集 10　日本建築学会　2015.12

－ 77 －



のをĸɞとした．仮設住宅団地内にはプ¢ン�ーによる

ƶ物栽培UIでなく，住戸のまわりにĲĖをするなどし

て，ƶ物をʓ地で栽培している事Êもあった（図ʬ）．ɚ

ƭではプ¢ン�ーĕȸと，ʓ地ĕȸに分Iて事Êþʏし

た．プ¢ン�ーĕȸに関しては全ての仮設住宅団地で確

認でき，特にʮ団地でǵんにȼわれていた．また，ʓ地

ĕȸに関しては１０団地で確認出来，AV４団地でǵん

にȼわれていた（Ǌ２）． 
	
 今đのɚƭでは，栽培がȡȢされずにƅȨされている

プ¢ン�ーには着目しなかったが，仮設住宅内での居住

者のǍñのĤɺや，団地内ƅȨ物にĸするコミュニティ

のĸ応力を評価にæǪできるĀ能ťがある． 

	
 

>¨	
 !$& (?��M ¡�@?��9 	
 

'�,R'��H���'4s%(%  
	
 いずれの仮設住宅団地にも，ʏÀŰやɛɕĳなどʏま

るためのğŰが仮設住宅団地のƑ設として設Ȩされてい

た．ʏÀŰ©ɛɕĳに関しては，一部の居住者にú有さ

れるといった課題が指摘されていたため，ɏĎƗにʏÀ

Ű©ɛɕĳにÉǪ¤ー¤があるかをɚƭした．１２団地

のAV，ʬ団地で，ÉǪ¤ー¤の掲示がȼわれており，

居住者全体でのÜŌなæǪのためのʀŬがされていた． 
	
 また，ʏÀŰ©ɛɕĳの外部にɀʜをȼっているʏÀ

Ű©ɛɕĳもĦくɅられた．これは住ǂが立VĶりやす

いよAにするためのʀŬとȭえられる．１１団地でɀʜ

がɅられ，そのAV３団地では３Ȇʛ½上のɀʜがƑさ

れていた． 
'��|Uy 
	
 居住が長期化する²で，仮設住宅内で目に付くよAに

なったのが，ǊŪƛきなどの掲示である．~ミ出し¤ー

¤のɹĮや��トのȖのĪƣなど，居住者のマ�ーď発

に関する掲示もあるが，外部からのɏĎ者cのč業目的

やň教目的でのɑĀのない戸åɏĎをȁNる掲示もĦく

Ʌられた（図ʭŅ）．仮設住宅団地では戸åɏĎによるɟ

ģȼǚやň教ǍñなどがɭŨȼǚとしてĎ題となってお

り，そのĸ策とȭえられる．今đのɚƭでは，こAした

外部からのɏĎ者にĸするǊŪĐɢの掲示の有Ǜをɚƭ

した．Ȟƪ，全ての事Êで掲示があり，特に４団地では

Ħくの掲示がɅられた（Ǌ２）． 
'%(%�F 
	
 ɚƭでは仮設住宅居住者間で¤ー¤がɹĮされている

かどAかをʝɨɨ±の有Ǜからɘみÿった．仮設住宅で

はʎŹしてʝɨğが設Iられており，住戸団地内の通ɦ

にʝɨすることは敷地内のȴɀが簡易ȴɀであることや

į全面のʀŬやȥ急ɨ±の進入ɦ確Ðのために原èȁƽ

されている．しかし住居ȱの通ɦにʝɨしたƐがÍæで

あることから，一部住ǂがそのȁをǽってʝɨをȼAğ

合があり，こAした事Êがʬ団地で確認された（図ʭĂ）．

通ɦcのʝɨ（住居ȱcのʝɨ）は，ʞʡ者やʍǾ者に

特Ê的に認められているğ合もあり，団地内通ɦcのʝ

ɨをすdて¤ー¤ɸýȼǚとは断定できないが，これら

の団地ではコミュニティ内のȄŏȣŵの力が弱まってい

るĀ能ťが指摘できる． 

	
 

>©	
 ��|Uy�M ¡�8���9 	
 

'Uyc�分�'_Y  
	
 仮設住宅団地には掲示ƨがあり，居住者にĸしてƺ;

なŧ報のżËがȼわれている（図ʮ）．掲示ƨは仮設住宅

地の規模によってǰなるが，Ōęで仮設住宅団地あたり

１.９ȎŰの掲示ƨがあった．掲示ƨに関しては，すでに

ț´したイ�ントのƲ内など掲示期ʇが過Gたものがɠ

ってあったり，ƺ;なŧ報がǛ造Èにɠられている掲示

ƨがある一Ɛで，内ĵによってɠり付IÂȨを�ーニン

{することで関ɳしたŧ報をɅやすくしたり，êがれに

くいよAに�ス�ーのɉをɂŖするなどȐǧがȼきĽい

ている掲示ƨがあった．ɚƭでは，掲示ƨの掲示内ĵに

関して（１）掲示内ĵが分ʛされているか，（２）掲示ƨ

が更新されているか（掲示期間の過Gた掲示物がƁüさ

れているか）の２Ǚに関してɚƭした．掲示内ĵによる

分ʛがȼわれているのはʭ団地で，AV４団地で更新が

ȼわれていた．掲示ÂȨを定める¤ー¤は出来ているが，

その更新はǕっている仮設住宅団地に関しては，仮設住

宅団地のコミュニティ立V上JƗには自ǆの¤ー¤がÈ

られたものの，居住期間が長期化する²で，その¤ー¤

がȣŵできなくなっているĀ能ťがある． 
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>ª	
 Uyc	
 

'G;x�[ 
	
 仮設住宅団地にはøɧ者やʞʡ者居住者もĦく居住し

ており，ÔŒ面のʀŬからも居住者の状態把握がʁ要で

ある．支援ČはʏÀŰなどでの��ートの他に，自宅か

ら出てこない居住者に関しては戸åɏĎをȼっている．

しかし，外出や近ʎとの·ǎをĨまない居住者もおり，

ƜÃʇのįĈ確認のためにƒをǪいている仮設住宅団地

がある．これは支援ČのɏĎをŉƟしない居住者がƠま

でに自宅Ǥ関にƒ（ʟȷいƒがĦい）を掲Jておくとい

Açőで，Ńđする支援Čはƒが掲Jられている住戸は

戸åɏĎQずに掲JられていたƒをǤ関�ストなどにů

し，ƒを掲Jていない住戸はɏĎをȼAといA¹Ȝみで，

支援ČのɏĎをĨまない居住者も支援ČとŹɋQずにį

Ĉも確認することができる．こAしたįĈƒの¹Ȝみが

ɵǪされている仮設住宅団地は，今đのɚƭではʭ団地

で確認された． 
 
§� ¦	
 表出要素に�る居住環境評価 
	
 表出要素からɘみÿれる仮設住宅のコミュニティのƺ

態に関しては，居住者Ć士が·ǎをŵつきっかIとなる

ものや，·ǎのȞƪǩまれたものなどからä断できる

（１）コミュニティの開ƅť（居住者Ć士のつながりの

大きさ）と，居住者間の¤ー¤の存在やそれがɹĮされ

ているかどAかでä断できる（２）コミュニティのȄŏ

ȣŵの２つがȭえられる．éȑでŷJた表出要素は，仮

設住宅の（１）コミュニティの開ƅťに関わる要素（·

ǎス�ース，ÝĆyス�マイ�，プ¢ン�ーĕȸ，ʓ地

ĕȸ，ʏÀŰのɀʜ）と（２）コミュニティのȄŏȣŵ

に関わる要素（ʏÀŰのæǪ¤ー¤，¤ー¤ɹĮ，ɠり

ș，掲示物の分ʛ，掲示物の更新，įĈ確認のƒ）に分

Iることが出来る（表３Ă）．本ɜではそれSれの要素に

関して��ティ�Õを１�イント（²間ǀʊがあるğ合

は０.ʬ�イント）加ȏすることでǙ数化し，Ɖň図をǪ

いて１２団地のǁɪをȼった（図ʯ）． 
	
 Ɖň図はそれSれの²間ÓをǪいて４分ëすることで，

１２団地を大きく４つの{¤ープに分Iることが出来る．

開ƅťとȄŏȣŵの±ƐでʞŝǙの{¤ープにÂȨする

のは１団地UIで，それ½外の団地はいずれかがÃŝǙ

であり，開ƅť，ȄŏȣŵいずれもがÃŝǙの団地も３

団地存在する．表出要素の評価のɈǙからは，これら３

団地内の居住環境にÇらかの課題がǩNているĀ能ťが

指摘できる． 

 
>«	
 表出要素に�る居住環境評価	
 

 
§� §	
 評価のDNQのf� 
	
 今後はこれらの表出要素やそのȜみ合わQによる評価

のĩŗťをı態にǝらして検ɒしていくŠ要がある．本

研究ではまUı態ɚƭをȼっていないǀʊであるため，

居住環境と関ɳが予ũされる４8 １のȼ政からの入手し

た仮設住宅団地のデー�とǁɪし，½®の２Ǚが指摘で

きた． 
�hの大��仮設住宅=@��¡�,Rの.s%(%�

]W化��る 
	
 ʏÀŰのæǪにƐ法に関する掲示は，団地の規模が大

きく，ʏÀŰのæǪĸɞ者数がĦいʏÀŰeど掲示され

る事がĦくなる（表４）．規模が大きい団地eどコンセン

�スをŝるためにはƙʠの¤ー¤UIでなく，明文化さ

れた¤ー¤がŠ要になるとȭえられる． 
表§	
 �,R'��Hの4s%(%
=@の�h	
 

	
 

 
0居p�����%(%�F����る． 
	
 ɸýʝɨは入居ǥのÃい仮設住宅団地に顕ȺにɅられ

た（表ʬ）．ɸýʝɨUIで¤ー¤ɹĮを評価するのは十
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分ではないが，居住ǥがʞく，<目がȼきĽく=環境であ

ることが¤ー¤のɹĮをÏしていることがȭえられる． 
表¨	
 %(%�F
0居p	
 

	
 

	
 

¨．�
� 
	
 仮設住宅団地内の表出要素に着目することで，仮設住

宅団地内の居住環境を主にコミュニティのÕ面から評価

することを試みた．表出要素をコミュニティの開ƅťに

関わる要素とコミュニティのȄŏȣŵに関わる要素に分

I，Ą要素のʘőによって１２仮設住宅団地でŝǙ化し

た．開ƅťとȄŏȣŵの２ɩで１２団地の分ňをɅると，

コミュニティが開ƅ的でかつȄŏȣŵがȶĨな仮設住宅

団地は少なく，Ħくはいずれかの評価がÃかった．また

±Ɛとも評価がÃい仮設住宅団地も存在し，仮設住宅の

居住の長期化による環境î化のĀ能ťが指摘できる． 
	
 本研究のǀʊでは表出要素のŴ出と分ʛが²şであり，

今後は居住環境のı態とのǝらし合わQによって評価の

ĩŗťを検討していくŠ要がある．今đの研究では，仮

設住宅団地の規模や入居ǥと表出要素のǸ関をみたとこ

q，規模とʏÀŰのæǪ¤ー¤，入居ǥと¤ー¤ɹĮの

間にȹŋのǸ関をɅることが出来た．課題としては今đ

のɚƭUIは�ンプ¤数が十分でなく，さらなるȠ計的

なɁ付IがŠ要なǙと，原発災害によってƺ;な復興プ

ロセスのɰ上にある避難者がaとつの仮設住宅団地に住

hといA環境の特ƿťとの関ɳが十分に明らかに出来な

かったǙがŷJられる．今後は住宅団地でのÒå�u£

ン{やȐǧ者c支援団体cの�u£ン{などを通して，

復興プロセスをĉめた居住者ľťや住戸�イプ，居住環

境と表出要素との関ɳの検討を進め，表出物から仮設住

宅居住環境を評価する手法の開発を進めたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
k 
（Ǌ１）ķŀǭの住ǂが主に避難している仮設住宅団地は１３¨Ű

あるが，１¨Űに関しては今đのɚƭに÷力をŝることが出来なか

ったので，１２¨Űをɚƭĸɞとした．	
 

（Ǌ２）·ǎス�ース，プ¢ン�ーĕȸ，ʓ地ĕȸにおIる，<あ

り=と<あり（Ħい）=のõåに関しては，確認されたそれSれの

数を仮設住宅の住戸数でʉしたものをǪいて，ʘő（ë合）をä断

した．また，ɠりș掲示におIる，<あり=と<あり（Ħい）=のõ

åに関しては，確認されたȆʛ数でä断した．それSれのĝǔは½

®の表の通りである．	
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 牧ȘǬ©¬Ǐ研©ĺƩƾȪ，応急仮設住宅の物ǧ的ı態

とĎ題Ǚに関する研究8 災害後にËȟされる住宅に関する研究	
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福島第一原発事故被災者の住宅・生活再建プロセスに関する研究
－住情報支援の視点から－

A Study on Process of Housing and Life Restoration of the Fukushima Daiichi Nuclear Accident Victims

-Concerning Housing Information Support-

１．はじめに
１．１．研究の背景と目的
　2011年３月 11日に発生した東日本大震災における
原子力発電所 (以下、原発 )の事故の影響は、長期間に
及び、原発周辺地域の居住は厳しく制限されている（図
１）。2015年 8月 13日現在においても約19万 9千人
注1) が元の居住地を離れ、全国各地で避難生活を送って
いる。福島第一原発事故被災者が住宅や生活を再建する
ためには、家族、仕事、教育、医療、コミュニティなど
に関する様々な問題と向き合い、自ら情報収集し、判断・
行動をしなければならない。しかしながら、原子力災害
からの復旧・復興過程においては、不確定な要因が多く、
被災者の中には居住地選定やその後の生活についての意
思決定に困難を伴う人がいる。
　被災者が住宅や生活を再建する上で、住宅や住まい方
の選択に関わる情報は必要不可欠と考えられる。また、
今回の震災では、長期に及ぶ原子力災害の影響から、「帰
還」か「移住」かの二者択一ではなく、多様な住宅・生

活再建のあり方を尊重した、「長期待避」という選択肢
が不可欠であることが訴えられている。しかしながら、
被災者本人ですら「長期待避」における住宅・生活再建
の具体的な姿を描くことは難しく、そのための支援も十
分とは言えない状況がある。住情報支援に関しても平時
の住情報施策では対応しきれない部分があると考えら
れ、住情報支援にあたり、被災者の生活状況や抱える問
題、また、その心境を把握することは、被災者に寄り添っ
た情報支援をする上で、重要であると考える。
　そこで本研究では、福島第一原発事故被災者に対する
住情報支援の充実を図るため、多様な住宅・生活再建プ
ロセスの可能性を検証し、それに伴い被災者が抱える問
題の構造を明らかにすることを目的とする。なお、ここ
で「長期待避」とは、将来「帰還」するという選択肢を
残したまま、安全な地域で生活する状況を表し、「第三
の道」とも呼ばれる注2)。また、本研究では、住情報を「住
宅の情報に加え、居住地の選定、家族や仕事と住まいの
関係など、住まい方の選択に必要な情報」と定義する。

キーワード：東日本大震災、避難者、支援、住情報、富岡町、京都市
Keywords: the Great East Japan Earthquake of 2011, Refugee, Support, Housing Information, Tomioka, Kyoto
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　In this study, we intend to clarify the structure of problems that the Fukushima Daiichi 
Nuclear Accident victims faced with in the process of their housing and life restoration. We have 
researched refuges in Kyoto, remote area, and refuges in Fukushima, a local government in 
the disaster-stricken area. We found out that their housing and life restoration has fallen into a 
GLIÀFXOW VLWXDWLRQ� IRU SURJUHVVLQJ LQ DQRWKHU DUHD DSSDUW IURP WKH ORFDO JRYHUQPHQW� 0RUHRYHU� 
VRPH UHIXJHHV KDYH GLIÀFXOWLHV LQ GHFLVLRQ�PDNLQJ IRU WKH ODFN RI LQIRUPDWLRQ QHFHVVDU\ IRU WKHLU 
judgement. They cannot concretely imagine how to restore their housing and life. In the long 
WHUP� LW LV GHVLUDEOH WKDW WKH\ FDQ ÁH[LEO\ GUDZ VFHQDULRV RI UHVWRUDWLRQ DQG UHDOL]H WKHP E\ 
coressponding with their changing situation.
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